
費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畜産環境総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 雄武中央

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，０００，０００千円

年 効 用 ② ８３，５８８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ １８年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０８１０
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，０３１，９５１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畜産環境の保全 畜産環境整備効果 ７６，４６８ 家畜排せつ物処理施設の整備
・向上 による畜産環境の改善及び有

機質堆肥等の活用

営農経費の節減 営農経費節減効果 ４，５１９ 草地の整備による労働時間の
短縮や機械経費の節減
対象作物：牧草

農作物の生産量 畜産物生産効果 ２，６０１ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

計 ８３，５８８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畜産環境総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 登 別

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５１０，０００千円

年 効 用 ② ５３，４０８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ １３年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．１０２７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ５２０，０３９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０２

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畜産環境の保全 畜産環境整備効果 ４８，２４８ 家畜排せつ物処理施設の整備
・向上 による畜産環境の改善及び有

機質堆肥等の活用

営農経費の節減 営農経費節減効果 ２，１１１ 草地の整備による労働時間の
短縮や機械経費の節減
対象作物：牧草

農作物の生産量 畜産物生産効果 ３，０４９ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

計 ５３，４０８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畜産環境総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 東 足 寄

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ７５０，０００千円

年 効 用 ② ９４，０８９千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ １２年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．１０９３
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ８６０，８３３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畜産環境の保全 畜産環境整備効果 ９２，１３８ 家畜排せつ物処理施設の整備
・向上 による畜産環境の改善及び有

機質堆肥等の活用

営農経費の節減 営農経費節減効果 １，２６３ 草地の整備による労働時間の
短縮や機械経費の節減
対象作物：牧草

農作物の生産量 畜産物生産効果 ６８８ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

計 ９４，０８９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畜産環境総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 上 浦 幌

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ６００，０００千円

年 効 用 ② ７０，１１８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ １２年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．１０９３
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ６４１，５１９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０７

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畜産環境の保全 畜産環境整備効果 ６６，４１７ 家畜排せつ物処理施設の整備
・向上 による畜産環境の改善及び有

機質堆肥等の活用

営農経費の節減 営農経費節減効果 草地の整備による労働時間の
３，３５６ 短縮や機械経費の節減

対象作物：牧草

農作物の生産量 畜産物生産効果 ３４５ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

計 ７０，１１８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畜産環境総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 久 著 呂

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３８０，０００千円

年 効 用 ② ２９，４４３千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２０年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０７５０
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ３９２，５７３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畜産環境の保全 畜産環境整備効果 ２６，６３５ 家畜排せつ物処理施設の整備
・向上 による畜産環境の改善及び有

機質堆肥等の活用

営農経費の節減 営農経費節減効果 草地の整備による労働時間の
１，６１０ 短縮や機械経費の節減

対象作物：牧草

農作物の生産量 畜産物生産効果 １，１９８ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

計 ２９，４４３



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畜産環境総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 豊 美 中

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ７１０，０００千円

年 効 用 ② ８９，７９８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ １１年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．１１７１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ７６６，８４９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０８

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畜産環境の保全 畜産環境整備効果 ８５，５７６ 家畜排せつ物処理施設の整備
・向上 による畜産環境の改善及び有

機質堆肥等の活用

営農経費の節減 営農経費節減効果 草地の整備による労働時間の
１，８７８ 短縮や機械経費の節減

対象作物：牧草

農作物の生産量 畜産物生産効果 ２，３４４ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

計 ８９，７９８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畜産環境総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 羅 臼

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ４１０，０００千円

年 効 用 ② ３６，４７８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ １６年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０８７４
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ４１７，３６８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０２

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畜産環境の保全 畜産環境整備効果 ３３，７３８ 家畜排せつ物処理施設の整備
・向上 による畜産環境の改善及び有

機質堆肥等の活用

営農経費の節減 営農経費節減効果 草地の整備による労働時間の
９９０ 短縮や機械経費の節減

対象作物：牧草

農作物の生産量 畜産物生産効果 １，７５０ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

計 ３６，４７８


